
 

 

 

 

  

  

 

6月21日、ＪＲ北海道労組は夏季手当について「１.６カ月」で妥結

しました。 

 ＪＲ北海道労組は、この間の交渉で「組合員の生活を考えるべき」と

組合員の切実な生活実態を訴え、18 日の交渉で会社から「求められた

内容を重く受け止め、鋭意検討を重ねた結果」として１.６カ月が示され、

持ち帰り検討するとしていました。 

ＪＲ北海道労組は21日、これ以上の前進は難しいと判断し、妥結し

ました。 

 

 

 

 

 

 聚楽労組は、職場で奮闘する

組合員の負託に応えるため、粘

り強く夏季手当交渉を重ねてい

ます！ 

ＪＲ総連通信 
２０２１年６月２１日 №１４７１ 

 
  

全日本鉄道労働組合総連合会（ＪＲ総連） http://www.jr-souren.com 

 

ＪＲ北海道労組 


